
授業の種類 演習 必修

15 回 時間数 30 時間 1 単位 １年 前期

【授業の目的・ねらい】

【授業全体の内容の概要】

【授業終了時の達成課題（到達目標）】

回数

【　使用教科書・教材・参考書　】

【　準備学習・時間外学習　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

試験の結果を100点満点として成績を評価する。
試験は定期試験のみ実施とし、
60点以上の場合に科目を認定する。

基礎固めヒント式トレーニング基礎医学編（ヒントレ研究所編）南江堂
よくわかる最新からだの基本としくみ（鈴木洋通監修）秀和システム
解剖学イラスト事典第二版（松村譲兜）中外医学社

時間内で資料から読み解く力を養うが、試験対策にもなる復習用資料を配布するので、それに学ん
だところの絵や図とその説明文を記載しておくこと。

科目名 作業療法総合演習Ⅰ 必修・選択

2019年度 授業概要　

配当学年時期授業回数

将来の国家試験に必要な知識の修得に向けて、その前段階として、人間の構造と機能において最低限の知識と学修の規
範を作る。

講義及びグループでの演習を通じて必要最低限の解剖生理を繰り返す。

人間の構造と機能を他者に説明し、学習意欲を高めることが出来る。

【実務者経験】

準備物(教材)講義内容

定期筆記試験


